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昭
和
51
年
６
月
23
日
の
夜
か

ら
降
り
始
め
た
大
雨
は
翌
日
も

降
り
続
き
、
24
日
の
午
前
10
時

30
分
に
市
内
を
流
れ
る
肝
属
川

は
警
戒
水
位
の
4.5
ｍ
を
超
え
、

午
後
２
時
30
分
に
は
、
危
険
水

位
の
5.6
ｍ
に
迫
る
5.2
ｍ
に
達
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
内
中
心
部
の
肝

属
川
沿
い
を
は
じ
め
、
市
内
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
家
屋
・
道
路

の
流
失
や
、
が
け
崩
れ
な
ど
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
豪
雨
に

よ
り
、
鹿
屋
市
で
は
、
多
く
の

家
屋
の
流
失
や
全
壊
・
半
壊
の

ほ
か
、
床
上
浸
水
、
が
け
崩
れ

な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
内
で
は
、

平
成
５
年
の
８
月
１
日
か
ら
９

日
ま
で
の
間
に
豪
雨
と
台
風
、

路
沿
い
は
、
約
１
ｍ
が
冠
水
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
家
屋
が
床

上
ま
で
浸
水
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
笠
之
原
町
の
５
号
排

水
路
も
増
水
し
地
盤
を
え
ぐ
ら

れ
た
民
家
が
倒
壊
。
さ
ら
に
、

高
須
川
も
氾
濫
し
、
川
沿
い
の

水
田
が
ほ
と
ん
ど
浸
水
。
船
間

町
で
は
、
が
け
崩
れ
で
県
道
・

市
道
の
通
行
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

　

８
月
９
日
に
は
、
台
風
７
号

が
大
隅
半
島
に
強
い
風
雨
を
も

た
ら
し
な
が
ら
九
州
西
海
上
を

北
上
し
、
住
宅
２
棟
が
全
壊
。

８
月
31
日
、
鹿
児
島
地
方
気
象

台
は
、
九
州
南
部
の
梅
雨
明
け

は
７
月
９
日
と
発
表
し
て
い
た

の
を
取
り
消
し
、
梅
雨
明
け
の

日
が
特
定
で
き
な
い
と
異
例
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　　

平
成
５
年
９
月
３
日
に
は
、

戦
後
最
大
級
の
台
風
13
号
が
、

９
月
３
日
の
台
風
13
号
と
、
連

続
し
て
大
風
水
害
に
見
舞
わ

れ
、
死
者
１
１
８
人
、
行
方
不

明
１
人
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し

た
。

　

鹿
屋
市
の
平
成
５
年
７
月
の

雨
の
降
ら
な
い
日
は
、
わ
ず
か

４
日
で
、
７
月
の
月
間
降
雨
量

は
１
，
０
７
３
ミ
リ
に
達
し
、

こ
の
記
録
的
な
長
雨
に
よ
っ

て
、
地
盤
が
極
度
に
緩
ん
だ
状

態
の
と
こ
ろ
に
、
７
月
27
日
、

台
風
５
号
が
大
隅
半
島
に
上

陸
。
２
日
後
の
29
日
に
は
、
台

風
６
号
が
大
隅
半
島
を
暴
風
域

に
巻
き
込
み
な
が
ら
、
薩
摩
半

島
の
西
海
岸
に
北
上
し
、
大
量

の
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
７
月
31
日
か
ら
８

月
３
日
に
か
け
て
、
県
下
を
集

中
豪
雨
が
襲
い
、
８
月
１
日
の

夜
に
市
内
を
流
れ
る
下
谷
川
が

増
水
し
、
上
谷
町
の
一
部
の
道

　

昭
和
51
年
６
月
の
集
中
豪
雨
で
、
市
内
を
流
れ
る
肝
属
川
や
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
家
屋
・
道
路

の
流
出
や
が
け
崩
れ
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
５
年
の
６
月
と
７
月
の
長
雨

に
よ
る
災
害
、
８
月
の
集
中
豪
雨
、
台
風
７
号
、
13
号
は
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
風

水
害
は
、
ど
の
よ
う
に
起
こ
り
、
市
民
生
活
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
れ
か
ら
33
年
・
あ
れ
か
ら
15
年

鹿
屋
市
大
風
水
害
の
記
録

災害から身を守る　〜大雨の『脅威』と『備え』〜

　これからは、大雨･長雨が多くなる季節です。大雨や台風による土砂災害や河川の氾濫はまちをのみ込み、
多くの死傷者が出たり、人々を混乱に招きます。
　33年前の昭和 51年６月の集中豪雨は、市民生活に甚大な被害をもたらしました。また、15年前の平成
５年は、史上空前の大風水害にみまわれました。これらはいずれも、家屋の倒壊や停電・断水などで市民
生活が混乱するなど、過去に例をみない程の大災害となりました。
　当時の出来事を風化させることなく、災害による被害を最小限にくいとめるため、改めて防災について
考えてみましょう。

薩
摩
半
島
南
部
に
上
陸
し
、
大

隅
半
島
を
横
断
。
こ
の
台
風

は
、
大
隅
半
島
中
南
部
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
の

気
象
班
観
測
に
よ
る
と
台
風
13

号
の
瞬
間
最
大
風
速
は
66
ｍ
を

示
し
、
戦
後
の
最
大
風
速
を
記

録
。
強
風
に
よ
っ
て
樹
木
や
電

柱
が
倒
れ
た
り
折
れ
た
り
し
た

ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
の
瓦

が
飛
び
、
屋
根
ま
で
飛
ん
だ
家

屋
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
が
け
崩
れ
も
多
発

し
、
市
内
の
道
路
で
は
、
全
線

で
倒
木
や
土
砂
流
出
が
起
こ
っ

た
ほ
か
、電
線
が
垂
れ
下
が
り
、

九
州
電
力
鹿
屋
営
業
所
管
内
の

98
％
が
停
電
。
管
内
の
高
圧
電

線
の
鉄
塔
11
基
す
べ
て
が
倒
壊

し
、
電
柱
の
流
出
や
転
倒
な
ど

合
わ
せ
て
１
，
２
８
０
本
が
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
的
な
集
中
豪

雨
に
よ
り
市
内
で
は
、
多
く
の

家
屋
の
倒
壊
や
停
電
・
断
水
な

ど
で
市
民
生
活
が
混
乱
す
る
な

ど
、
過
去
に
例
を
み
な
い
程
の

災
害
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
大
雨
や
台
風
の

襲
来
等
に
よ
り
河
川
の
氾
濫
や

土
砂
崩
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
が

発
生
し
や
す
い
時
期
を
む
か
え

ま
す
。
地
質
条
件
や
自
然
条
件

な
ど
で
、
い
つ
大
き
な
災
害
が

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大

雨
や
台
風
の
襲
来
時
な
ど
災
害

が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
早
め

の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
被
害
を
最
小
限
に
お

さ
え
る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
が
大
切
で
す
。

　

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
、

防
災
の
心
得
に
つ
い
て
、
次

ペ
ー
ジ
以
降
で
見
て
み
ま
し
ょ

う
。 平

成
５
年
に
は
、
史
上
空
前

の
大
風
水
害

昭
和
51
年
の
豪
雨
が
も
た
ら

し
た
甚
大
な
被
害

降
り
続
い
た
長
雨
が
、
災
害

を
誘
発

戦
後
最
大
級
の
台
風
13
号
が

大
隅
半
島
を
横
断

　５月 21 日、市では本格的な雨期や台風などによる災害時期を前に、行
政・消防・警察・電力・通信・医療・看護・建設団体・町内会連絡協議会・
婦人団体連絡協議会など30の関係機関・団体で組織する「鹿屋市防災会議」
を市役所７階大会議室で開催し、本格的な災害時期に備え、市民の皆さ
んの生命・財産を守るために、関係機関・団体の万全な体制の確認と災
害時要援護者対策への取り組みなど、各種防災対策についての再確認を
行いました。また、平成 18 年７月の集中豪雨で大きな被害を受けた串良
町細山田生

い く る す

栗須の災害現場の復旧状況等の「合同視察」を行い、災害の
脅威を改めて実感しました。

災
害
に
対
す
る

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を

平成 20 年度鹿屋市防災会議 合同視察




